
耳を傾け一緒に考えられる診療を

三浦氏　新型コロナのワクチン接種が始
まっています。そのようなお忙しい中あ
りがとうございます。（※この記事は5
月12日に取材したものです）
松岡氏　私の診療所に来た患者さんは予
約が取りにくいと話をしていました。医
師会としてもバックアップはしています
が、なかなか大変な状況です。
三浦氏　ケアマネとしても高齢者への接
種がスムーズに進むよう、後方支援を心
がけていきたいと思います。今日はどう
ぞよろしくお願いします。早速ですが、
松岡先生の開業医としての仕事内容を教
えて下さい。
松岡氏　私個人の話をしますと、私は大
学病院での勤務を経て平成11年に中通の
現在地に診療所を開業しました。診療所
に来る患者さんは高血圧症や高脂血症な
ど生活習慣病と言われる方が多いので、
検査をしながら処方薬を調整する他に、
体重を落とすよう運動を勧めたり塩分制
限の助言をするなどして生活習慣を見直
すような働きかけもしています。また、
中には体調が良くなったからと言って薬
を中断する方もいますが、例えば高血圧
症の方であれば服薬で一時的に血圧が下
がっていても中断すればまた上がります
ので、そのようなことを理解してもらう

ため、しっかりと説明をする事にも力を
入れています。
三浦氏　ありがとうございます。松岡先
生が診療で大切にしていることを伺って
も良いですか。
松岡氏　患者さんの話を聞くよう心がけ
ていることでしょうか。私は循環器内科
が専門ですが、話を聞く時は専門分野だ
けにこだわらず、患者さんの症状、特に
内科に関する部分は全て聞くようにして
います。その上で診療所ができる治療は
診療所で、できないと判断した治療は病
院を紹介して対応を依頼しています。た
だ、高齢になると何でもかんでも病院に
紹介すれば良いわけではないですね。検
査や治療での入院が筋力低下や認知症発
症の引き金になることも考えられますか
ら。そのようなことも患者さんや家族に
正直に伝え、一緒に決めていくようにして
います。
三浦氏　医師に話を聞いてもらえ、一緒
に考えられる。それは患者さんや家族に
とって嬉しい事ですね。
松岡氏　かつて大学病院で勤務していた
時は、ゆっくり話を聞く事ができません
でした。予約制のため患者さんが何人来
るか先に分かるのですが、患者数が多い
ととにかく時間内にこの人数を診なけれ
ばという思いで、ゆとりがなく周囲に気
が回らなかったと思います。

三浦氏　松岡先生は外来診療の他に訪問
診療も行っているのでしょうか。
松岡氏　長年通院していた方が通えなく
なり、訪問診療に切り替える事もありま
したが、数としては多くありません。ま
ずはできる限り外来診療に来てもらって
います。先ほども安易に入院を勧めない
というような話をしましたが、高齢者へ
はできる限り今の生活を継続させてあげ
る事が大切だと思っています。
三浦氏　生活を継続させるという部分、
よく分かります。
松岡氏　また訪問診療を行うためにはそ
れなりの時間確保が必要ですし、訪問可
能な距離が制度上決められています。私
の診療所は広い圏域から患者さんが来て
いるので特に難しさを感じています。患
者さんが希望すれば、訪問診療を積極的
に行っている他の医師に紹介することも
できますので、そこは話し合いですね。

診察室以外の事を知る大切さ

三浦氏　松岡先生は患者さんの事でケア
マネなど関係職種とやり取りすることは
ありますか。
松岡氏　私の場合は、薬局の薬剤師とは
具体的な処方薬のことで連絡を取り合っ
ていますが、それ以外の職種とは少ない
ですね。ケアマネに関しては、私の所に

来るのは何か問題が発生した時という印
象です。患者さんや家族とはよく関係が
取れているようですが。
三浦氏　それはケアマネとして反省すべ
き点かもしれません。
松岡氏　もちろん熱心でこちらが感心す
るようなケアマネもいますよ。他の職種
では、外来に付き添いで来たヘルパーと
話をすることがあり、私の知らない患者
さんの日常を教えてもらい「へぇー」な
んて思うことがあります。診察室以外で
の様子も理解した上で患者さんを診てい
ないと時々とんでもない誤解をすること
があるので、このような情報提供には大
変助かっています。
三浦氏　医師に情報提供したいと考えて
いる関係職種はたくさんいますが、まだ
声をかけるハードルを高く感じていると
いうのが現状です。医師から関係職種に
求めてもらえると動きやすいのですが。

コミュニケーションを
　　　　苦手とする医師もたくさん

松岡氏　在宅医療を積極的に行っている
医師であれば、普段から多職種と上手く
連携を取り話をしているのかもしれませ
ん。しかし実際は、どのようなことを誰

に声をかけて良いか分からない、という
医師が多いのではないでしょうか。特に
私ぐらいの年代ですと多職種とコミュニ
ケーションを取ることを学んでこなかっ
た医師が多いでしょうから、自分から声
をかけるのは苦手かもしれませんね。そ
のような部分が取っつきにくいと思われ
る所以なんでしょうね。医師ってやっぱ
り一匹狼みたいなところがありますから
ね。
三浦氏　えっと･･･、はいと言って良いの
でしょうかね。
松岡氏　けれどもある意味大事なことで
もあるのです。私は医師として、病気に
関しては最後は自分で決めなければいけ
ないという心づもりで患者さんに関わっ
ています。もちろん患者さんにとって必
要な情報は聞きますが、肝心なところは
自分が、と。医師の多くがそのように
育ってきていますから、下手をすると周
りから理解されにくいのかもしれません
ね。本当は私たちの知らない情報をもら
えると助かるのですよ。
三浦氏　そのようなお話を伺えて良かっ
たです。患者さんの日常を伝えるだけで
なく、こんな事もできますよと具体的に
提案していく事も必要そうです。どのよ
うにすれば上手く情報をお渡しできるで
しょうか。

松岡氏　メールやファックスなど、医師
によってやりやすい方法はそれぞれだと
思いますが、私は直接会って話ができる
と色々な意味で良いと感じます。
三浦氏　それを聞くと嬉しいです。関係
職種が持っている情報を医師と共有でき
れば、患者さんの診療に大いに役立つと
思います。私たちもハードルが高いなど
と言わず、自分から積極的に声をかけて
いかなければいけませんね。時間を合わ
せるのが難しいかもしれませんが、機会
を作っていきたいと思います。ところで
･･･松岡先生はお休みの日は何をされてい
ますか。
松岡氏　感染予防のためしばらく行って
いませんが、以前は週に2回程ジムに
行っていました。
三浦氏　ジムですか!?
松岡氏　開業医は身体が資本ですから。
私ぐらいやそれ以上の年齢の人が相当数
来ていますよ。身体を動かすことは良い
ですね。
三浦氏　松岡先生の努力を見習って私も
行きたくなりました。今日はお忙しい中
ありがとうございました。このように情
報交換できる機会があれば連携も深まっ
ていくと思います。今後ともよろしくお
願いします。
松岡氏　ありがとうございました。

「診察室以外の様子も
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～多職種からの情報が
　　　　診療のプラスになっています
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先生は取材中の 1 時間程の間にも数本の
転送電話を携帯で受け、対応をされてい
ました。お忙しそうですが、
いつか先生とテニスでミックス
ダブルスを組みたいです。熊谷

　4月より新しく看護師が加わり、相談員が3名になりま
した。今後は医療面からの視点も加えながら、在宅医療・
介護連携の推進に力を入れてまいります。

４月より連携センターで勤務しております髙橋です。
県内の病院、高齢者施設で看護師として働いておりま
した。医療と介護の「橋渡し役」として、関係者、市
民の方のお役に立てるよう、早く慣れていきたいと
思っております。どうぞ

よろしくお願い
いたします。

編集後記

渡邊渡邊

感染対策を講じた上でインタビューを実施しました感染対策を講じた上でインタビューを実施しました

髙橋髙橋 熊谷熊谷

連携センターが新体制に

お知らせ

最初は緊張しましたが、
気を使っていただき穏や
かにお話が出来ました。
松岡先生はテニスプレー
ヤーだそうですよ！

国全体で医療・介護の連携に
取り組んでいますが、目先の
ことだけにとらわれず、医療
の本来の意味を忘れないよ
うにと思っています。

インタビューの感想インタビューの感想

8/22 に多職種連携研修会
「医療・介護関係者のため
のＡＣＰ（人生会議）研修」
を実施します。

・入退院支援ルール
・入院時情報提供シート
・退院時情報共有シート

7／20申込締め切り。

《秋田市から》 《連携センターから》

を作成しました。ご活用下さい。

連携センター
☎ 018-827-3636

秋田市役所 長寿福祉課
地域包括ケア担当
☎ 018-888-5668

申込用紙はホームページ
「研修情報」からダウン
ロードできます。

様式等は連携センターの
ホームページにも掲載し
ています！


